
震災伝承ネットワーク協議会
（国土交通省東北地方整備局・青森県・岩手県・宮城県・福島県・仙台市）

東日本大震災の被災地が伝える

『学び』や『備え』

“教訓が、いのちを救う”
『 　　　　　　　　』 の取り組み



東日本大震災の概要

被害の概要

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震（※１）

平成２３年３月１１日（金）午後２時４６分

三陸沖　約１３０ｋｍ付近　深さ２４ｋｍ

マグニチュード９．０（※２）

７（宮城県栗原市）（※３）

地  震  名

発 生 日 時

震  源  地

地 震 規 模

最 大 震 度

　東日本大震災では、地震の後の津波によってとても大きな被害が生じました。
　人的被害：死者 １９，７４７名、行方不明者 ２，５５６名、負傷者 ６，２４２名
　建物被害：全壊 １２２，００５棟、半壊 ２８３，１５６棟、一部破損 ７４９，７３２棟
　（令和３年３月９日時点　緊急災害対策本部資料より）

　各地の津波の高さは、福島県相馬で９．３ｍ 以上、岩手県宮古で８．５ｍ 以上、
大船渡で８．０ｍ以上、宮城県石巻市鮎川で８．６ｍ以上、などが観測（気象庁検
潮所）されたほか、宮城県女川漁港で１４．８ｍの津波痕跡確認（港湾空港技術研
究所）されています。

　国土地理院によると、津波による浸水範囲面積の合計は約５６１k㎡、山手線の内側の面積の約９倍でした。

いつか、どこか、で
起こるかもしれない

災害に備える

※１：東北地方太平洋沖地震による災害及びこれに伴う原子力発電所事故による災害については、

　　「東日本大震災」と呼んでいます。

※２：マグニチュード９．０の地震は日本の観測史上最大、１９００年以降世界でも４番目の規模の地震でした。

※３：震度７とは、「立っていることができず、這わないと動くことができない。」

　　「屋内では、固定していない家具のほとんどが移動したり倒れたりし、飛ぶこともある｡」

　　「屋外では壁のタイルや窓ガラスが破損､落下する建物がさらに多くなる。補強されているブロック塀も破損するものがある。」

　　くらいの規模の地震です。 （気象庁ホームページを参考）。
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被災後の生活環境

　震災後、私たちの生活に不可欠な電気・ガス・水道・通信などのライフ
ラインが止まり、非常に不自由な生活を強いられました。
　電気が点かないので夜は真っ暗、テレビを見ることはできず、携帯電
話も充電できません。３月の寒い時期、暖房器具も使えませんでした。
　水が出ないので、給水車には長い行列が出来ました。飲み水だけでなく、
トイレやお風呂、炊事にも水は必要です。

【 ライフライン 】

　地震や津波で自宅に戻れなくなった人々は避難所で生活をしました。
避難所は主に自宅最寄りの学校などです。皆さんが通う小学校・中学校
も震災時には避難所として活用されます。
　避難所では、大人だけでなく子供達も避難所の皆を助けようと力仕事
や掃除の手伝いをする姿も見られました。

【 避難所生活 】

　地震や津波で道路・港・空港が使えなくなったため、食べ物飲み物だ
けでなくありとあらゆる物資が届かなくなりました。
　製油所が被災したためガソリンなどの燃料不足も深刻で、自治体庁
舎の非常用電源や消防車などの緊急車両の燃料も不足する事態とな
りました。

【 物資の不足 】

　上記のような状況の中、日本中、世界中からお見舞い、応援メッ
セージ、支援物資、医療支援などをいただきました。
　例えば、アメリカ軍は「トモダチ作戦」と名付けた被災地支援で、行方
不明者の捜索や仙台空港の復旧支援など多岐に渡る活動が行われま
した。

【 支　援 】

岩手県陸前高田市岩手県宮古市田老

岩手県野田村

宮城県利府町 岩手県大船渡市 岩手県山田町

宮城県多賀城市宮城県七ヶ浜町



　岩手県、宮城県、福島県で整備する復興祈念公園及び青森県、岩手県、宮城県、福島県、仙台市において整備または整備を今
後検討される震災伝承施設等を含め、震災伝承をより効果的・効率的に行うためにネットワーク化に向けた連携を図り、交流促進や
地域創生とあわせて、地域の防災力強化に資することを目的に、『震災伝承ネットワーク協議会』は設立されました。

　”教訓が、いのちを救う”　をキーワードに、東
日本大震災の事実や記憶、経験や教訓を伝え
ることで結ばれて新たにできる教訓・伝承の道
『３．１１伝承ロード』　の形成を目指しています。

千年に一度と言われる
『東日本大震災』
実情と教訓の後世への伝承
将来の災害に備える取り組みの発信

それは、『被災地の責務』
東日本大震災は、多くの尊い生命と財産を奪い、私たちに大きな爪痕を残しました。

被災地への思いを風化させることなく、震災での活動で得られた経験と教訓を忘れずに、

多くの方々や後世に伝える取り組みが必要です。

震災伝承ネットワーク協議会

防災プラザ 田老防潮堤

震災メモリアルパーク中の浜津波遺構たろう観光ホテル たろう潮里ステーション

宮古市

青森県

福島県

岩手県

宮城県

石巻市

石巻ニューゼ 東日本大震災メモリアル 南浜つなぐ館

震災伝承スペースつなぐ館

気仙沼市

唐桑半島ビジターセンター・津波体験館

東日本大震災遺構・伝承館

リアス・アーク美術館

仙台市

釜石市

祈りのパーク

いのちをつなぐ未来館

東日本大震災　学習・資料室

東松島市

東日本大震災復興祈念公園

NHK仙台拠点放送局

震災遺構
仙台市立荒浜小学校

せんだい3.11メモリアル交流館

名取市

津波復興祈念資料館　閖上の記憶

岩沼市

千年希望の丘交流センター名取市震災メモリアル公園

山元町

山元町震災遺構　中浜小学校

中浜小学校震災モニュメント
「３月１１日の日時計」

山元町防災拠点・山下地域交流センター
（１階 防災情報コーナー）

南三陸町

高野会館

白河市

城山公園

楢葉町

みんなの交流館 ならはＣＡＮｖａｓ

松島町

石田沢防災センター

双葉町

東日本大震災・
原子力災害伝承館

塩竈市

塩竈市津波防災センター

八戸市

八戸市みなと体験学習館

大槌町

おしゃっち

大船渡市

市立博物館

田野畑村

震災遺構明戸海岸防潮堤 島越ふれあい公園 羅賀ふれあい公園

遠野市

後方支援資料館
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宮城県（石巻市）

石巻南浜津波復興祈念公園

久慈市

地下水族科学館もぐらんぴあ

東日本大震災津波伝承館東日本大震災津波伝承館

高田松原国営追悼・祈念施設高田松原国営追悼・祈念施設

岩手県（陸前高田市）

高田松原津波復興祈念公園

いわき市

アクアマリンふくしま 久之浜・大久ふれあい館ライブいわきミュウじあむ

相馬市

伝承鎮魂祈念館 いわき震災伝承みらい館

福島県（双葉町・浪江町）

福島県復興祈念公園

三春町

福島県環境創造センター
交流棟「コミュタン福島」

組織の構成

局長（会長）
企画部長（副会長）
建政部長

県土整備部長

県土整備部長
復興防災部長

復興・危機管理部長
土木部長

企画調整部長
土木部長

まちづくり政策局長
都市整備局長

東北地方整備局

青　　森　　県

岩　　手　　県

宮　　城　　県

福　　島　　県

仙　　台　　市



　東日本大震災の被災地には、被害の実情や教訓を伝える“もの”や”建物”がたくさんあります。
　例えば、昔の人の教えが刻まれた『津波石碑』や、被災した建物をそのまま残している『震災遺構』、当時の映像・写真を展示してい
る『伝承館』などです。
　このような東日本大震災の教訓を得たり、いつか起こるかもしれない災害への備えを学べる施設を『震災伝承施設』として登録して
います。

震災伝承施設の登録

　たくさんある震災伝承施設を３つに分類して、分かりやすく案内しています。

下記の項目のいずれか一つ以上に該当
する施設。
●災害の教訓が理解できるもの
●災害時の防災に貢献できるもの
●災害の恐怖や自然の畏怖（いふ）を理解できるもの
●災害における歴史的・学術的価値があるもの
●その他、災害の実情や教訓の伝承と認められるもの

震災伝承施設の分類

震災伝承施設の登録状況

第1分類の条件を満たし、かつ、公共
交通機関等の利便性が高い、近隣に
有料又は無料の駐車場がある等、来
訪者が訪問しやすい施設。

第2分類の条件を満たし、かつ、案内
員の配置や語り部活動等、来訪者の
理解しやすさに配慮している施設。

第1分類 第2分類 第3分類

施設数（件）
分類の内訳

第1分類

青森県内

岩手県内

宮城県内

（うち仙台市）

福島県内

合　計

7
113
129
（22）
40
289

4
68
73

（10）
5
150

2
27
31
（8）
23
83

1
18
25
（4）
12
56

第2分類 第3分類

「震災伝承施設」は随時募集しています。
登録については、『震災伝承ネットワーク協議会』のＷｅｂサイトをご覧ください。

令和３年１０月２４日時点

宮城県石巻市 岩手県野田村 米田歩道橋の一部 岩手県宮古市 津波遺構 たろう観光ホテル



　被害の実情や教訓を伝える「震災伝承施設」、

　例えば、『津波石碑』には、「地震があったら高い

ところに集まれ」、「遠くへ逃げては津波に追いつ

かれる。近くの高い所を用意しておけ」など、昔の人

の教訓が刻まれています。

　また、『伝承館』では、実際に被災したものを展

示したり、当時の映像や写真などで震災の様子を

学ぶことができます。

　「３．１１伝承ロード」は、『津波石碑』や『伝承館』

などを通して、防災に関する「学び」や「備え」を日

本中に、世界に発信することで、東日本大震災を

忘れず、子へ孫へ伝え続けていく取り組みです。

　この取り組みは、産業界（民間企業）、学校（教

育・研究機関）、官公庁（国・地方公共団体）、民

間（地域住民、ＮＰＯ）の皆が一緒になって取り組

んでいます。

　例えば、震災伝承施設を案内する標識をつけた

り、震災伝承施設を巡るツアーや研修会などを実

施しています。

　「震災伝承施設」 の情報発信や施設案内の標識 に 「標章（ピ
クトグラム）」を 使用することで、統一的な「震災伝承施設」の情報
発信や、来訪される方々が円滑に目的地に到達できるよう標章（ピ
クトグラム）を使用した道路案内標識の整備を推進しています。

３．１１伝承ロード

「震災伝承施設」の標章（ピクトグラム）

岩手県山田町

岩手県陸前高田市 東日本大震災津波伝承館



　東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂や、震災の記憶と教訓の後世

への伝承とともに、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信のため、復

興祈念公園を整備しています。

　「３．１１伝承ロード」のゲートウェイである復興祈念公園 国営追悼・祈念施

設を核として、各地の震災伝承施設と広域ネットワークを形成し、防災力向上

と地域活性化につなげていきます。

復興祈念公園
青森県

岩手県

宮城県山形県

福島県

秋田県

❶

❷

❸

岩手県
陸前高田市

宮城県石巻市

福島県双葉郡
浪江町・双葉町

①高田松原津波復興祈念公園（陸前高田市）

②石巻南浜津波復興祈念公園（石巻市）

③福島県復興祈念公園（浪江町・双葉町）

公園区域 国営管理区域

東日本大震災津波伝承館

みやぎ東日本大震災津波伝承館

東日本大震災・原子力災害伝承館

（※公園隣接地）



東日本大震災の被災地が伝える

『学び』や『備え』

震災を風化させない

発行・お問合せ先

震災伝承ネットワーク協議会事務局
（国土交通省東北地方整備局企画部）

〒980-8602 宮城県仙台市青葉区本町3丁目3番1号 仙台合同庁舎B棟

TEL：022-225-2171　FAX：022-221-9890
お問い合わせ：thr-densho@mlit.go.jp

震災伝承ネットワーク協議会　Ｗｅｂサイトの御案内

活動状況や震災伝承施設の概要などぜひご覧ください。
（https://www.thr.mlit.go.jp/shinsaidensho/index.html）

写真出典：東北地方整備局震災伝承館


